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 AI技術による科学の発展を目指す
我が国が強いサイエンス分野（医学、材料など）を牽引する

強力なパートナーと連携し，AI技術を融合した新たな科学的手
法の創出等により科学研究を加速させる

 基礎研究の知見を社会的課題の解決に向けた
応用研究へと繋げる
我が国が抱える社会的課題(防災・減災、認知症など)解決に

取組むパートナーと連携し，応用分野に特化した基盤技術開発
等により課題解決を図る

目的指向基盤技術研究グループの目標・戦略

技術開発，論文出版にとどまらず，関連機関と連携し，
社会実装を最終アウトカムとする



メディア・知識処理
自然言語処理
対話処理
音響・音楽処理
画像処理

日本が強い分野を
さらに強化

再生医療，がん治療
モノづくり支援
機能材料開発

社会的課題
解決への貢献

自然災害の防災・減災
インフラ管理・保守の効
率化

高齢者ヘルスケア
観光支援

遺伝・バイオ
病理情報
計算脳・脳情報融合
バイオマーカー発見支援

目的指向基盤技術研究グループの体制



AI x 医療診断
前立腺がんの術後再発診断
膵がんの超早期診断への応用

3次元心臓血管自動検出＆リスク診断

リアルタイム内視鏡診断支援AIシステム

うつ病診断のための脳回路マーカー



AI x 高齢者の認知機能改善
共想法に立脚した認知的介入を可能
とするグループ会話支援システム

共想法（会話）による介入効果
言語流暢性の向上

横軸：単語数
縦軸：単語種類数

在宅で利用可能な会話支援技術を開発



AI x 防災・減災
大自由度の都市地震動シミュレーション 統合ガイダンスによる気象予報

データ駆動アプローチによる強振動予測

台風の激化予測

高精細高速圧縮
スペクトル
イメージング



AI x 教育
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8

構造化世界知識(森羅)

他の今年度成果

多電極脳活動データ解析 スマートグラスによる視聴覚拡張

SoundScopePhone

ToMMoの大規模データ解析

多目的最適観光自動プランニングAIで設計された世界最初の蛍光分子

意味に基づく科学技術論文検索システム

選択的推論の高度化



ポスターセッション
でお待ちしています！
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